
平戸市地域おこし協力隊 令和7年3月活動報告書

3月の来館者数 29名

園田 美貴（そのだ みき）≪自己紹介

≪活動の内容

出身地：長崎県平戸市（４０年ぶりのＵターン）

活動地：紙漉の里ふれあい施設（平戸市山中町）

紙漉の里ふれあい施設の管理運営

★地域の方の交流の場として、イベントを企画します！

★観光客の方にも来て頂ける場所にします！

★紙漉の里のイベント情報を発信します！

活 動 内 容

施設利用・イベント開催の際は事前にご相談ください

☎0950-24-2232（営業時間9：00～16：00）

施設管理（草むしり＆チューリップの成長）

1月に植えたチューリップの球根が少し成長しま

した。3月になっても寒い日が続く中、少しずつで

も成長。春がそこまでやってきているので、花が咲

くのが待ち遠しい！そのためにも、天気がいい日

は草むしりも頑張りました。これから、春に向けて

紙漉の里で桜も咲き、来てくださったお客さまを

楽しませてくれると思いますので、是非立ち寄って

いただければと思います。

ひな祭り

館長が知人の方から雛人形を譲っていただき、

3月3日にひな祭りを行うことができました。

世間一般には、ひな祭り後すぐに雛人形をしま

うことが通例ですが、平戸では4月3日まで飾

るのが文化のため今も紙漉の里をお内裏様と

お雛様が見守ってくれています。

令和6年度 長崎県地域おこし協力隊の研修

3月6・7日に松浦市、平戸市にて「平戸市での交流拠点づくりについて」と「おばあちゃんたちが活躍で

きる場所をつくる」というテーマをもとに今年度最後の研修会が開催されました。

1日目には平戸市の協力隊である川上隊員の発表、2日目には福岡から来られた「うきはの宝」の大熊氏

の講演を聴きました。今回の研修では協力隊の仲間に平戸の現状を知ってもらえたことや高齢者の

働く【場】の重要性について学ぶことができました。高齢者の居場所作りが生きがいとなり、地域活性化

に繋がることを日々の活動を通して、より多くの市民の皆さんに伝えていかなければいけないと強く感

じました。

スクスク成長中


